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2012 年６月：第１１号 

 

■みなもを旅だった人達 

 どーも、フリースクールみなも理事長、今川で

す。 

 さて、去る 2012年 3月、みなもからは５人の卒

業者が出ました。活動を始めて７年とちょっと。

少しずつみなもを旅立ち、次の道を進みはじめた

人達が増えてきました。もちろん、みなもにはい

ろんな子ども達が来て、いろんな旅立ち方があり

ます。年度途中でみなもとして一定の役割を終え、

フェードアウトしていく子どもも多い中、３月末

で明確に「卒業」として旅立つ子どもはほんの一

握りですが、今回はそのほんの一握りの「卒業者」

のメッセージと、卒業その後に触れてみたいと思

います。 

 

 
 一人一人への手作り卒業証書と卒業卒業生全員での写真。 

 

 まずは卒業生「だぁ子」から、送別会での「答辞」

です。 

 

●みなもへ 最後のあいさつとしてーだぁ子 

 2008年 2月末。あの日、私がみなもにやってき

て、もう 4年がたちました。入学当時、中学 1年

生だった私は、4月から高校 3年生。すぐそこに、

みなもに入学して 5回目の春が待ち構えています。 

 しかし、私は今、そのみなもの春から遠ざかる

ように、高校の新しい校舎で、新しい生活をはじ

めようとしています。春は出会いと別れの季節。 

始まりと終わりの季節。新しい春を迎える、新し

い生活の始まりと同時に、沢山の大切なものとの

さよならを、迎えようとしています。正直言って、

今年は別れの多い春ですね。高校の旧校舎、通学

路との別れ、それに伴うみなもとの別れ、小学校 1

年生のときからお世話になった南森町駅との別

れ、極端な話、中学に入ってからずっと一緒だっ

たパソコンともお別れです。 

 …ひとやものとの別れを目の前にすると、急に、

出会ったばかりの頃の出来事が懐かしくなります

ね。 

  

 私がみなもに来た頃のことは、いまでもよく覚

えています。 

  

 みなもにやってきた一番最初の日。私たちの面

談を担当してくれたのは松浦さんでした。あの頃

はまだ、ふじビルの 5 階にみなもがあり、そこで

の活動は、狭苦しいものではあったものの、正直

なところ、私はあの雰囲気が好きでした。 

 

 みなもにやってきて、初めてのお泊り会。5月の

出来事でした。その日の夕食はチーズフォンデュ

で、みんなで材料を買いに行ったものの、「フラ

ンスパンが足りなさそうだから、もう 1 本追加で

買ってきてー」と、帰り道、買出しグループ第二

陣に頼んだことを覚えています。細かいところま

でいくと、確かその中ににいぶきさんがいたよう

な…？ 余計なところで記憶力のいい私、覚えて
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いるのはそれだけではありません。

↑お泊まり会中の１階の様子です

 夜になって、みんなが寝たりしださないのに驚

いたのは当たり前、夜中に、シフォンケーキを食

べたことと、それから 40 分ほど経って 3 分間の軽

い睡眠をとったら、それまでの 40 分間の記憶がす

っかり飛んでしまったことまで覚えています。確

か眠りについたのは 4 時 40 分くらいでしたでしょ

うか。目覚めたのは 7 時前でした。

 基本的に、お泊り会では睡眠時間の短い私です

が、このときも 3 時間は眠れなかったんですね。

やけに 40 分との縁がありますが気にしないで頂き

たいところです。と、こうして初めてのお泊り会

を振り返ってみるといつも思うのですが、いつも

自分の話したことや他人の話したことは耳がちく

わになったかのごとく頭から抜けていくというの

に、こういう妙なことだけはちゃんと頭の中に残

しておいてくれるんですね。

 ↑みなもで一番人気のある？『シャドウハンター』

 そして、お泊り会だけならず、初めての海水浴

やスキー旅行…。初めてのものには基本参加して

いた私ですが、いまだに自分の中で消化しきれて

いなくて後悔しているものがあります。…他フリ

ースクール等との交流イベントです。

 実際、卓球大会には一度も顔を出したことがあ

りません。中学生のときからですが、学校に通い

ながらの参加は厳しかったのでしょう、大体、外

部に顔を出すイベントの時には、欠席していまし

た。覚えている中で初めて顔を出したのは、確か

文化祭の時でした。それからはほとんど顔を出す

ことがなくなり、みなも通学最後の年になって、

やっと、エデュコレやら野球大会やらに顔を出す

ようになってきたほどです。

 と、アクティブな割りに、意外とイベントには

顔を出さなかった私。代わりに、みなも内での生

活はこれでもかというほど謳歌しました。

 しかし、TRPG やゲーム制作部以外は、みんなと

一緒にゲームをしたりするというより、スタッフ

さんやボランティアさんを捕まえては話に付き合

わせるというなんとも自分の趣味にひたすら一直

線な生活でした。いつも付き合っていただいて有

り難う御座いました。特にマイヤさん！いつもみ

んなの話の軸からずれた話題ばかり出していてす

みませんでした、そして、毎度キャラクターの設

定がぶれていてすみませんでした…。

 このあたりは、これからもまだまだ精進してい

かねばならないところでしょう。まずは、話の内

容を覚えるところからですね！

 まだまだ、やり残していることは沢山あります

が…例えば、ゲーム制作部とか。それでも、今年

『卒業する』という道を選んだのは、みなもでや

るべきことはやりきったからだろうなと思いま

す。

 正直なところ、この強情な私のことです、去年

の 4 月から『卒業する予定だ』といいつつ、全て

の揃わない状況では、たとえこうして校舎が移転

して両立が厳しくなったとしても、無理やりに通

おうとしたでしょう。寂しいな、と思いつつも、

もう、私にみなもは必要ないんだろうな、と、心

のどこかで納得しているようです。

 それほど、私の心が成長したのかなぁと我なが

ら感心することもありますが、私だってまだまだ
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成長段階です。先ほども言ったように、話の内容

は覚えられず、他人の話もまだ聞けません。他に

も足りないものだらけです。これからも、色々な

ものに触れ、学び、自分の成長の糧にしていかな

ければいけません。 でも、それは、みなもと一緒

にではなく、これから待ち受ける新しいステージ

の上で、なのです。 

 

 …みなもは、私にとって、とても大きな踏み台

になったと思います。みんなと同じステージに立

つのに時間が掛かった、という考え方もあります

が、考え方の方向を変えれば、みなもにいたから

こそ、他の人にはないものを伸ばせたのではない

かと考えています。 

 今、私が立っているステージは、他の人が立っ

ているステージと同じ高さなのか、それともそれ

より高い場所にあるのか、逆に低い場所にあるの

か…時折、そうして基準をつけそうになることも

ありますが、正直そんなもんは関係ないでしょ！ 

…が本音です。 

 自分のステージは自分のものです。自分にしか

歩けない道です。他人なんかに歩かせてたまりま

すか。自分だけが歩いてやるんです。 

 生まれて 17年、まだまだヒヨッコな私ですが、 

これだけは、堂々と『これが私の歩く道だ、歩い

てきた道だ』と、自信と誇りを持って言えます。 

 

 …ここまで私を導いてくれたみなもには、感謝

の気持ちでいっぱいです。この卒業生の答辞のよ

うな挨拶もとい長話をしようと考えたのも、『ろ

くなお礼も言えずにさよならなんてできないや

い』という思いからでした。今、こうして口に出

せているものの、どうお礼を書けばいいか、言葉

が浮かびすぎて、正直、すごく迷いました。無駄

話ばかりが増えていって、何度も書いては消して

を繰り返しました。 

 書きたいことは沢山ありましたが、時間の都合

上、削らざるを得ませんでした。しかし、こうし

てメッセージにできる言葉がどれだけ削られて

も、感謝の気持ちの大きさだけは変わりません。 

この私が保証します！ 

 

 …さて、私のこの長話に付き合っていただいて

ありがとうございました。今まで色々わがままを

言いましたが、最後に、みっつだけ、私からお願

いがあります。みなさん、このチビな割りに夢だ

けでっかく持って新しいステージへ羽ばたこうと

している私ですが、私がみなもからいなくなって

も、『そういえば、こんなハイテンションな女子

生徒がいたなぁ』と、時々思い出してやってくだ

さい。そして、思い出した時にでも、『あの人ど

うしてるんだろうなぁ、うまくいってるといいな』

と、ほんの少しだけでもいいです、応援してやっ

てください。 

 そして、本当に最後の願いです。 

 どれだけ時が経ち、みなものメンバーが変わっ

ても。 形や名前が変わっても。心の傷ついた人

たちを、みんなが優しく迎えてくれる。ここが、

そんなあたたかな場所であり続けますように。 

いつか、大人になった私が、久しぶりにひょっこ

りと顔を出したその先に、このあたたかな『みな

も』がありますように。 

 

 

↑答辞を読んでいるところ。しんみりしてます。 

 

 …だぁ子さん、感動的な答辞をありがとうござい

ました！｡・ﾟ・(ﾉ∀`)・ﾟ・｡ 

 続きまして、他の卒業生達の卒業までの経緯と、
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その後を簡単にまとめてみましたので、ドーゾご

覧下さい☆ 

 

●卒業生達の様子 

Ｓ．Ｔ．【卒業：2010年】 

 中学２年生から不登校になり、みなもに通い始

めました。まだみなもも子どもが数人しかいなか

った時ですが、スタッフと共に初期のみなもを盛

り上げてくれた子の一人です。 

 みなもでの過ごし方は、他の子どもとの交流・

遊びが中心でしたね。高校生年齢になってからは、

通信制高校に所属しながらみなもにも通い、また

大学受験を見越して塾にも通っていたので、彼な

りにそちらと利用目的を分けていたようです。 

 卒業後は大学の情報系の学部へ進学。現在大学

３年生。学習塾の講師アルバイトをしながら、大

学生活を楽しんでいるようです。 

【今どんなかんじ？（本人より）】 

ゼミなども始まり勉強に遊びに楽しんでいます☆ 

 

 

 ↑恒例の海水浴へ 

 

Ｙ．Ｋ．【卒業：2010年】 

 小学５年生から不登校になり、中学生の時みな

もに通い始めました。 

 彼はみなも通信８号で記事を寄稿してくれた子

ですが、まさにフリースクールを中心に育ってき

た子です。遊戯王やゲーム等で他の子ども達と楽

しく過ごすのはもちろんですが、その傍ら高校卒

業認定試験の受験に向けて学習し、高卒資格を取

得。コンピュータ系の専門学校へ進学と同時にみ

なもを卒業。またしばらく後にボランティアとし

て手伝ってもらい、この 2012年 3月に専門学校を

卒業、関東のコンピュータ系企業に就職しました。

みなもの卒業者で就職したというのは、彼が初め

てですね。 

【今どんなかんじ？（本人より）】 

 今は仕事がとても忙しくて、しんどい事も多い

けど、自分の好きな事なのでそれなりに楽しくや  

っています。 

 みなもで学んだことは今でも本当に貴重な体験

で、落ち込んだときや、人付き合いに関しては特

に重宝しています。また大阪に戻ったら顔出しま

すね。 

 

 
 ↑なにやら制作中の様子？ 

 

Ｒ．Ｍ．【卒業：2011年】 

 彼がみなもにやって来たのは 19歳のとき。その

時すでに高校は卒業していたのですが、その後の

進路を模索する過程でみなもに通い始めました。 

 みなもでは声優研究会やパソコンゲーム制作部

等、様々な創作活動に参加していました。みなも

HPの「ギャラリー」にアップしている作品「モバ

イルモンスターズ」は、彼の手による作品です。

またその傍ら、学習の時間にもよく来ていました。 

 その後 2011年にみなもを卒業し、大学受験の準

備を始め、2012年の受験で情報系の大学に合格。

同年４月より大学生活が始まりました。 

【今どんなかんじ？（本人より）】 

小説を書くサークルで活動しつつ、課題に追われ
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ています。みなもで得たトレーディングカードゲ

ーム、ドミニオン、TRPG、その他のサブカルチャ

ー知識が大学でも周りとのコミュニケーションに

役立っています。 

 

海野（P.N.）【卒業：2011年】 

 中学生で不登校になり、２年生の冬からみなも

に通い始めました。声優研究会等の創作活動や、

野球等のスポーツと、手広くアクティブに活動す

る、愛すべき天然キャラさんでした☆ 

 高校は単位制の高校に通うようになり、そちら

が中心の生活となりましたが、その後も週１回程

度みなもにも通い続けていました。高校卒業後、

しばらく進路を模索していたようですが、今年度

よりアニメ系の専門学校へ進学しました。 

【今どんなかんじ？（本人より）】 

 専門学校に無事はいることができましたが、ま

たもや進路に迷っています！ でも自分の人生な

んで楽しい事いっぱい見つけて好きにやっていき

たいなと思っています！ 

 

Ｎ．Ｎ．【卒業：2012年】 

 中学校で不登校になり、みなもに通い始めまし

た。Ｓ．Ｔ．、Ｙ．Ｋ．、海野らと共に、初期の

みなもを盛り上げてくれた子の一人です。最後の

方はよきお姉さんとしてみんなから慕われていま

した☆ 

 みなもでは声優研究会等やゲーム制作部等、様

々な創作活動にも手広く参加していた他、高校卒

業認定試験に向けた学習をし、高卒資格を取得。

その後しばらく自分の進路を模索していました

が、コンピュータ系の専門学校への進学を決め、

今年３月にみなもを卒業しました。 

【今どんなかんじ？（本人談）】 

 クラスの子達とも仲良くなり、今まで出来なか

った普通の学生生活を楽しんでいます。 

 まだまだ始まったばかりですが、無理をせず自

分のペースで学んでいきたいと思っています。 

 

 
 ↑みなもでの勉強の様子。 

 

Ｍ．Ｕ．【卒業：2012年】 

 高校を中退して、しばらく後みなもに通い始め

ました。初めの半年は「借りてきた猫のようだっ

た（他の子ども談）」彼ですが、徐々に他の子ど

もたちと打ち解け、すっかり元気を取り戻した様

子。遊戯王カードやポケモン、格闘ゲーム等で他

の子どもたちと交流しつつ、みなもで「サポート

校コース」が始まると共に同コースに所属。今年

３月に通信制高校を卒業、同時にコンピュータ系

の専門学校への進学を決め、４月より新生活がス

タートしました。 

【今どんなかんじ？（本人より）】 

 朝、眠気に負けそうなときがありますが友人も

でき、楽しく学校生活を送っています。 

 

Ｍ．Ｈ．【卒業：2012年】 

 小学校で不登校となり、小・中学校の時期をみ

なもで過ごしました。初めのうちはなかなか皆と

打ち解けるまで時間がかかったようでしたが、徐

々に馴染んでいって、男の子たちと遊戯王カード

やテレビゲームで対戦したり、スタッフと共にオ

ンラインゲームをしたりして過ごしていました。

今年４月より、高校卒業資格の取れる専門学校へ

の進学を決め、新しい生活がスタートしました。 

【今どんなかんじ？（本人より）】 

 まったり頑張ってます☆ 
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 ↑みなも卒業式の様子 

 

Ｋ．Ｍ．【卒業：2012年】 

 中学校で不登校となり、みなもに通い始めまし

た。あまり多くをしゃべらない、物静かな彼です

が、みなもでは DSのゲーム等を他の子どもやスタ

ッフと共に楽しんだりと、それなりに楽しく過ご

してもらえたようです。中学校３年生の時期はみ

なもへ通う日数は多くありませんでしたが、次の

進路を模索しつつ、今年４月より地元の高校への

進学を決めました。 

【今どんなかんじ？（本人・保護者より）】 

・学校生活すべてが楽しい（本人より） 

・人と接することに恐怖感があった息子が、みな

もに通うようになり、明るくなり、みなもが楽し

いと言う言葉を聞き、親にとってうれしいことで

した。三年生になり、双子の弟が、障害児施設か

ら自宅に戻り一緒に暮らせるようになり、介護を

手伝ってくれています。将来は進学して、介護福

祉士となり弟の世話をしていきたいと言っていま

す。 

 今の息子が自信を持てたのは、安心できる人た

ちの中に自分の存在を受け止め見守って下さる居

場所があり信頼できる人たちに出会えたこと大き

かったです。ほんとうにありがとうございました。 

（お母様より） 

 

●最後に 

 と、以上のように卒業生の様子をまとめてみま

した。 

 冒頭でも述べたように、みなもから離れた子ど

もには、いろいろな人達がいます。その中には記

事に紹介した人達のように、みなもで一定の成長

を遂げて卒業した人もいます。その一方、みなも

では大した力になれなかった人、みなもが合わず

に早々に辞めていった子どももたくさんいます。 

 この記事はフリースクールの可能性を一定示す

ことはできたと思います。その一方、フリースク

ールは決して万能でもなければ楽園のような場所

でもない、そのことも同時に、正直に伝えておか

なければならないと思います。 

 みなもで育っていった子ども達のことを自信と

しつつ、力になれなかった子ども達のことを教訓

としつつ、これからも、私たちも成長していかね

ばならない、改めてそう思い知らされた３月でし

た。 

 

 

 

● みなも運営レポート 

2012年 4月時点での、一ヶ月の主な収支は以下

のようになります。 

 

１ヶ月の主な収支 

収入 支出 

フリースクール月

会費収入 

242,500円 役員報酬 160,000円 

サポート校 

月会費収入 

182,000円 常勤スタッフ 

給与 

103,000円 

サポート校年度初

頭収入／12ヶ月 

73,500円 非常勤スタッフ 

謝金 

40,000円 

助成金収入 30,000円 家賃 157,500円 

  水道光熱費 1４,184円 

  交通費補助 42,908円 

  通信費（電話・ネ

ット等） 

11,080円 

  消耗品費 16,972円 

 
 

事務室経費 
44,000円 

 
528,000円 

 
587,622円 

 ※利用料月会費は 2012年 4月実績。 

 ※支出は、人件費、家賃は固定。それ以外は 2011年度の月平均。 

 

 さて、上記の報告の形式ですが、昔は収入のほ

とんどが毎月の月謝だったのでこれで概ね伝わっ

たのですが、現在はサポート校の年度初頭の収入

があったり、助成金をいただいていたりで、会計
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がやや複雑化しております。そのため、上記の報

告はあくまで話をわかりやすくした概算値とお考

えください。 

 

 まず、生徒の人数については、昨年度の同時期

よりも減少しております。（2012年 4月現在、20

名。） これは３月に卒業者が多かったという、

嬉しい理由もあるほか、昨年度前半、入会者や問

い合わせがほとんどなかったことも影響しまし

た。どうもこの時期、他のフリースクールさんも

問い合わせがなかったようなのですが、理由は現

在も不明のままです。 

 

 そのため、収入も昨年度同時期より減っている

ため、役員への報酬を中心に、やや人件費が下が

っております。 

 

 また月あたりの収入は下がっておりますが、サ

ポート校コースの年度初頭の諸収入が 880,000円

ほど、そして学習サポート用のスペースの維持費

として、9月まで「ドコモ市民活動団体への助成」

をいただいており、こちらが月あたり 30,000円あ

ります。これらにより場を維持しつつ、再び収入

を増やしていくことになります。 

 

 昨年度のこの時期は好調であったため、やや「挑

戦的な」予算を組みましたが、本年度はもう一度

足下を見直し、足場を固めていく必要がありそう

です。 

 その一方、毎年何人の子どもが入会するか、と

いうことはやはり水モノです。収入が不安定と言

えるフリースクール事業１本に頼ることの危うさ

も感じています。その形はまだわかりませんが、

何らかの形で、もう一本収入の軸となる事業を立

ち上げる必要があるかもしれません。 

◆ みなもかわらばん 

 

��ありがとうございました 

2012年度１～６月の間に、いただいた活動資金や

物品のご支援は、下記の通りです。ここに記して、

感謝申し上げます。 

・硬式テニスボール多数……匿名様 

・圧力鍋……匿名様 

・チョコレートフォンデュ用器具、ボールペン多

数等文具…会員の保護者様 

・野球、バドミントン道具等…会員の保護者様 

・タオル類多数…ボランティアの方より 

 

 また 2012年度賛助会員の更新、新規入会をいた

だいたのは以下の方々です。 

・石崎敬浩様、大橋豊彦様、中村惠俊様、中村薫

様、他匿名希望様８名 

 

 

��賛助会員・カンパのお願い 

 フリースクールみなもは、不登校の子どもたち

のための、学校に代わる居場所と学びの場を設け、

不登校の子どもを持つ家庭への総合的な支援を行

うことを目指して、有志によって設立された NPO

法人（特定非営利活動法人）です。子どもたちや

その保護者・家庭にとっての支えとなるべく、ス

タッフ一同、活動の充実に日々努めています。 

しかしながら、もとより営利を目的とした事業

ではないので、こうした資金だけで行える活動に

は、限りがあります。そこで、みなもの活動を応

援してくださるかたには、賛助会員への応募をお

願いしています。賛助会員の皆さまには、「みな

も通信」をお送りさせていただきます。 

賛助会費のお支払いは、スタッフに手渡し、ま

たは郵便振替で。郵便振替の場合は、「氏名」「住

所」「電話番号」「費目（賛助会費として）」「会

報への氏名掲載の可否」を備考欄に明記の上、下

記の口座まで、お願いいたします。 

【賛助会費】１口 3,000 円／年（複数口のご応

募も歓迎）。振込先：00960-0-204146（加入者名

：フリースクールみなも） 
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��譲ってください！ 

現在、必要としているのは、下記の通りです。

ご家庭にあるもので、現在お使いになっていない

ものがありましたら、みなもまでご連絡ください。 

 

【必要なもの】ノートパソコン／軟式の野球ボー

ル／キャッチャーミット／全自動雀卓／料理器具

／料理本（初心者向け）／各種文房具・事務用品

／切手など 

 

��ボランティア募集！ 

フリースクールみなもでは、ボランティアを募

集しています。ボランティアをするにあたっては、

特に必要な資格などはありません。子どもたちに

と一緒に楽しい時間を過ごしたい、という気持ち

があれば OKです。ご関心をお持ちの方は、お気

軽にみなもまでお問い合わせください。 

 

��「まんま会」のご案内 

フリースクールみなもでは、原則毎月第 3 土曜

日に「みなものまんま会」（不登校の子を持つ親

の会）を開いています。「まんま会」は、不登校

のお子さんを持つ保護者の皆さんに、お互いの気

持ちを共有し合える場を提供することを目指した

会です。みなもの会員であるかどうかにかかわら

ず、どなたにでも参加していただけます。参加を

ご希望の方は、ぜひお気軽にお問い合わせ下さい。 

【概要】 日時：毎月第 3土曜日の 14:00～16:30、

場所：フリースクールみなも、参加費：500 円（お

茶菓子代として）、アドバイザー：中尾安余さん

（みかんさん＝結空間代表）、担当スタッフ：中

村有美 

 

��ブログ・掲示板のご紹介 

 みなもでは、日々のようすを写真付きでブログ

に書きつづっています。みなも内のようすや外出

した時の話、みなもの中で話題になったこと、そ

れから「まんま会」のようすやシンポジウムなど

に関する事なども書いたりしています。 

 また、みなものホームページでは、2 つの電子

掲示板（BBS）を設置しています。もしよろしけれ

ば、一度ご覧ください。書き込みもお気軽にどう

ぞ。 

◆ スタッフひとこと 

もうすぐポケモン新作の発売です。みなもでも

またはやりが来そうですね（今助）▼最近洋書の

和訳スピードが若干スピードアップしてきた様な

気がします（でっせむ）▼オススメの UMA を教

えて下さい（なかい）▼もうすぐポケモン新作の

発売日ですが、私は「ポケナガ」に夢中です（マ

イヤ）▼毎月１回カードゲーム大会をやるように

してます（いぶき）▼卒業生の送り出しはさみし

いけど、新しい子の迎え入れが楽しみ（じょに～）

▼みなもでツィッター始めました。みなもＨＰか

ら見られますので、見てみて下さい（谷川） 

 

『フリースクールみなも通信』第 11 号 
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発行者：特定非営利活動法人フリースクールみな

も（理事長・今川将征）編集担当：松浦 豊 

○特定非営利活動法人 フリースクールみなも

（2005年6月15日認証＝大阪府指令府活第2-58号） 

会員（利用者）：22名（2012年５月現在） 

代表：今川将征（理事長） 

スタッフ：常勤3名、非常勤４名、ボランティア数名 

オープン日：2004年 11月 1日 

住所：〒530-0036 大阪市北区与力町2番 8号 東

寺町ビル 1F（地下鉄「南森町」駅から徒歩 3分、

JR東西線「大阪天満宮」駅から徒歩 3分） 

電話・FAX：06-6881-0803 

対象年齢：6歳～18歳 

活動時間：月曜日から金曜日の 11時～20時 

入会説明会：随時（体験入会は無料、4週間） 


